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知
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瓦
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慌
の
故
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ヅ
キ
シ
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1
氏
が
其
後
を
襲
う
て
以
来
今
日
ま
で
十
鈴
年
間
川
町
は
レ
パ

グ

Y
カ

y

紫
の
天
下
に
し
て
、
大
統
領
は
悶
よ

b
聯
邦
議
舎
の
土

γ
雨
院
議
員
、
各
州
知
事
、
各
州

議
舎
の
上
下
.
爾
院
議
員
の
態
態
ー
に
盗
る
・
ま
で
レ
パ
プ
ザ
カ
シ
紫
に
非
主
れ
ば
人
に
非
合
る
の

有
様
な
-
b
し
に
今
度
円
一
朝
に
し
て
デ
モ
グ
プ
ダ
ト
銭
が
一
容
レ
パ
プ
リ
カ
シ
E

縫
を
打
破
し
昔

日
の
勢
力
を
扱
阿
し
化
る
の
事
資
は
米
閣
の
政
界
に
近
来
稀
有
の
大
幾
花
に
し
て
、
レ
ム
パ
プ
リ

山

p
y
議
文
る
大
統
領
タ
ブ
ト
民
の
治
下
仁
デ
モ
グ
ラ
ヅ
ト
紫
の
下
院
を
有
す
る
に
一
会
t
p
な
る

政
鑓
は
、
脅
て
一
千
八
百
九
十
五
年
よ
t

り
レ
匂
年
仁
至
る
第
五
十
四
議
舎
に
於
て
べ
故
グ
リ
ー
グ
!
?

y
f
氏
が
レ
パ
プ
リ
カ
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殺
の
下
院
を
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し

-r
る
と
問
機
の
形
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に
し
て
、
今
後
タ
フ
ト
内
、
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、
が
諜
政
策
を
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に
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仁
遭
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る
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あ
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し
。
一
之
よ
よ
リ
果
じ
'
〈
如
何
f

な
あ
鑓
動
を
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る
や
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宅
多
大
の
興
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以
ヌ
眺
め
ん
と
す
る
所
な
る
可
し
と
し
て
ジ

バ
〆
!
カ

y

熊
‘
が
一
一
朝
に
し
て
斯
z

る
大
敗
北
を
招
を
セ
る
に
就
て
は
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附
よ

b
種
々
の
原
問
あ

る
河

L
'と
雌
も
、
余
は
(
一
)
ぺ
一
l

y
町
間
関
税
法
の
不
評
剣
な
る
乙
、
よ
L
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二
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レ
パ
プ
リ
カ
シ
紫
の
分
蹴

及
び
ダ
ブ
下
内
閣
の
内
一
週
一
一
…
)
レ
パ
プ
ザ
カ
ジ
設
に
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ず
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人
必
の
俗
怠
、
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間
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カ

y
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議
及
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ヲ
ヅ

ト
黙
と
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予
仁
デ
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レ
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関
税
法
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止
し
て
鰍
火
税
率
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ん
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し
ー
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滋
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勝
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し
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、
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泌
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、
翌
日
よ
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し
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ペ

l
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関
税
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な
る
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の
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、
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し
て
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選
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除
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減
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h
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あ
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日
隊
い
じ
充
分
の
設
建
を
滋
げ
松
る
も
の
は
、
最
早
や
市
議
・
な
一
石
関
税
手
段

E
以
て
五
.
を
保
設
・
ず

る
の
必
要
な
さ
が
故
に
、
新
関
税
扱
の
物
口
問
中
、
鎖
、
松
一
鱗
そ
の
他
製
織
ー
製
鋼
業
に
関
ー
す
る
品
目
は
、

悲
し
く
絞
減
せ
会
れ
大
る
の
例
は
あ
れ
ど
も
、
慨
し
…
て
之
を
辞
せ
ば
、
関
税
法
の
校
本
艇
訟
に
じ

て
改
め
ら
れ
w
d

る
限
'
り
、
依
然
と
し
て
枕
卒
に
幾
化
な
き
一
以
勿
論
な
る
を
以
て
、
新
定
の
一
ペ
・
1

y

関
税
絵
も
従
来
行
除
れ
、
花
る
戸
-
j
l
v

メ
グ
レ
ト
関
税
鋲
之
、
殆
ど
大
一
差
な
ぎ
"
も
の
な
る
と

.t
争
ふ

可
か
ち
ゃ
J
O

議
し
レ
パ
プ
リ
カ

ν
殺
が
謀
総
締
法
‘
泉
を
争
ふ
に
蛍
て
税
率
の
経
減
を
椋
粉
じ
し
な

か
し

mm
以
め
る
の
は
、
営
て

F

自
殺
の
制
定
し

t
，
み
高
率
な
j

り
し

t

ヂ
イ
シ
〆
レ

i

関
税
泌
が
防
¥
に

し
て
い
枇
…
…
用
有
害
な
る
，
を
認
め
ら
れ
、
之
に
机
測
し
岡
内
漸
ぐ
非
難
の
滋
あ
ふ
に
紫
色
、
共
非
難
に
感

性
ん
が
潟
め
仁
、
岡
兵
仁
椴
減
を
川
公
約
じ
北
る
は
の
あ
る
仁
、
共
一
九
旦
削
減
単
に
勝
を
制
し
、
時
成
、
議

舎
に
多
数
を
占
ひ
る
仁
及
成
、
問
民
に
針
ず
い
る
径
約
に
随
"
ぴ
、
ダ
ク
ト
一
政
府
の
挽
出
し
k

北
ゐ
新
関

税
践
が
、
安
際
に
R

公
約
を
重
ん

b
て
税
率
の
戦
減
せ
ら
れ
お
る
を
認
む
る
に
一
足
る
ほ
ど
の
大
改

正
に
非
会

rι
し
事
交
は
、
印
も
レ
バ
プ
リ
カ
.
v
r

終
日
仰
天
下
に
品
昨
日
信
用
を
失
段
ヂ

v
o
b同
点

!
?
t
b

…
一
原
因
仁
し
〈
、
レ
パ
プ
リ
カ
シ
黙
が
英
会
約
に
縫
ぴ
て
、
大
政
一
止
を

j

行
ふ
と
と
能
は
か
t

り
し
迎

、
山
に
就
き
、
瞬
々
の
設
あ
る
英
中
に
て
、
同
終
に
ほ
て
最
古
不
利
益
な
る
…
殺
は
、
レ
パ
プ
リ
カ
シ

織
が
山
ツ
テ
ス
ト
の
斜
め

K
勤
わ

3
れ
-
k
u
?
?と
一
匹
ふ
ぶ
復
古
'a

川
一
一
刻
家
前
大
統
領
ル
ー
ズ
グ
ヂ
ル

一
十
氏
之
一
一
流
ぴ
、
又
一
現
在
の
ダ
ブ
ト
一
品
と
一
五
ぴ
勃
れ
も
吋
ノ

J

プ
寸
ん
ト
の
事
織
を
感
ひ
た
と
甚
だ
し
く
、

腕
溺
ぃ
・
非
ヅ
デ
ス
ト
泌
を
‘
励
行
し
て
]
銑
怠
そ
の
征
伐
の
日
的
色
絵
せ
え
た

E
J
K
.努
-
ぬ
お
る
事
鷲

は
、
人
の
能
一
〈
知
.
る
所
な
る
に
拘
ぽ
.
が
FfJY
、
業
い
よ
よ
¥r
脱
税
改
正
を
行
ぶ
惚
岱
歩
、
久
じ
む
が
同
議
・

な
る
保
護
関
税
の
思
惑
に
浴
し
大
る
偉
業
殺
、
就
市
l
y
/
一
ア
ス
ト
の
議
-
P
減
枕
反
野
の
運
動
を
誠

み
'
セ
る
仁
封
じ
、
之
れ
を
如
何

ιも
す
る
能
紙
、
ポ
ノ
、
英
運
動
に
動
か

3
れ
て
設
い
に
後
約
を
会
ふ
ず
f

f

る
乙
と
能
は

s
b
し
一
事
は
、
レ
パ
プ
リ
カ
ン
殺
の
両
日
を
貯
し
た
る
乙
と
砂
少
な
ち
・
下
J
Q

抑

々
米
岡
内
の
諸
物
慣
が
他
闘
に
比
し
て
強
制
し
く
{
口
問

i

安
な
る
は
内
外
に
隠
れ
な
さ
事
資
じ
じ
て

英
国
て
来
る
所
会
札
せ
ば
、
外
一
問
問
ロ
聞
に
封
し
高
卒
の
関
税
を
湘
附
し
て
美
総
入
を
阻
併
し
ー
ッ
ラ
ス

ト
を
し
て
囲
内
に
恭
慌
を
怒
う
し
、
勝
手
に
物
償
合
騰
貴
せ

p

じ
め
た
る
の
一
事
最
毛
有
力
な
る

戚
悶
の
一
な
る
が
故
に
、
ヅ
ラ
ス
ト
の
恭
椀
を
淑
締
る
じ
は
非
ヅ
ラ

λ

ト
法
の
成
行
な
ど
公
ふ

総
没
な
る
手
段
に
依
ら
ポ
ノ
、
関
税
の
滋
・
を
低
減
じ
て

v

外
閥
抗
の
輸
入
む
終
日
併
に
し
、
時
ノ
ラ
ス
ト

ι

の
，
競
争
+
ど
'
行
は
し
む
る
を
以
て
最
上
，
策
と
翁
ず
可

Lι
の
説
は
、
以
前
上
十
ル
ノ
識
者
の
問
仁
川
明
へ

い
勾
引

J

料

t
i
b
所
一
じ
し
で
ジ
パ
《

Y
九

y

的
即
位
向
設
な
l
l
l

し
に
、
い
，
上
メ
ti-U'
品
川
関
税
改
涯
を
行
ν
か
む

米

関

政

界

用

機

動

品
川
品
川

wm

1 

e 
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米

関

政

界

の

機

動

際
し
て
は
、
初
竜
一
度
保
謎
関
税
を
行
び
食
る
以
上
)
後
仁
笠
て
之
を
改
威
せ
ん
と
す
る
も

i

隊
仁

久
'
し
く
思
惑
い
い
慣
れ
み
ん
ゐ
蛍
業
者
は
、
氷
外
に
謀
議
昨
怖
を
お
-
b
h
能
は
ヂ
、
右
ら
ゆ
る
手
段
溜
動

を
議
く
し
て
、
誠
一
枕
い
い
反
鈎
し
、
議
に
呉
目
的
を
述
せ
崎
、
G

，
れ
ば
止
ま
含
る
の
勢
を
錯
す
は
、
何
闘
の

例
に
"
も
認
め
ら
る

h

所
な
る
其
例
に
漏
れ
歩
、
レ
・
パ
プ
・
1
カ
ン
撲
が
脱
水
し
て
吋
ノ
ブ
ス
ト
の
錯
め

仁
軟
化
せ
ら
れ
柁
る
は
ぷ
別
大
統
仮
以
来
吋
ノ
テ
ス
ト
征
伐
の
手
前
‘
及
ぴ
前
同
総
滋
感
じ
於
け
る

一
殺
の
会
約
仁
封
し
、
レ
パ
プ
リ
カ
シ
殺
の
此
級
薄
な
る
態
度
は
、
岡
氏
に
向
て
》
殆
ど
申
脅
迫
な

き
次
第
な
t

り
し
な
・
0
1

期
る
蕗
仁
偶
然
じ
も
昨
冬
以
来
、
圏
内
の
諸
物
侵
次
第
に
騰
貸
し
、
細
民
'

の
生
活
費
一
時
に
昂
騰
し
セ
る
の
事
費
拡
、
儲
て
乙
そ
新
関
税
訟
の
結
果
印
も
斯
の
如
し
と
〈
、

民
野
鶴
及
び
白
終
的
の
不
卒
採
仁
有
力
な
る
攻
撃
の
好
材
料
を
胤
ハ
ヘ
、
…
層
線
烈
に
〆
プ
ト
民

政
策
の
失
敗
ジ
パ
プ
リ
カ

Y

紫
不
信
の
捌
仰
を
鳴
ら
し
大
る
其
結
果
の
先
づ
第
一
に
混
は
れ
北

る
は
、
去
る
三
月
行
は
れ
花
る
米
問
胤
指
の
エ
業
地
マ
ヤ
、
チ
.
3

セヅ
wr

州

u
yウ
斗
ル
に
於
け

み
下
一
滋
議
員
の
、
補
総
選
恕
ド
ヘ
レ
パ
プ
リ
カ

y
r総
の
候
補
者
が
デ
モ
グ
ラ
ヅ
ト
議
候
補
者
の
矯

め
広
大
敗
し
捻
る
乙
と
悲
れ
な
L
リ
。
一
万
米
~
ロ
}
ウ
'
品
ル
は
多
年
間
最
替
市
ω
資
な
る
レ
パ
プ
リ

カ
y

誕
の
根
線
地
の
日
と
は

3
M
v
t
る
懇
想
阪
な
る
に
二
朝
じ
し
て
反
釣
の
鴻
め
に
敗
北
し

. 

式
決
跨

.
北
る
葉
原
岡
は
材
関
税
法
に
基
踊
ず
る
生
活
費
の
恭
勝
広
野
ず
る
不
総
紅
海
t
y
と
公
ふ
。

ーか
f

j

ル
の
大
敗
は
馨
し
し
会
闘
の
耳
目
H
b
j
H

錦
動
せ
し
め
捻
る
英
蕗
に
、
引
綴
色
凶
月
に
議

tυ

紘
一
将
川
町
第
一
一
エ
ー
ト
ニ
隠
に
て
隣
邦
議
舎
の
補
紋
越
感
を
行
ぴ
〆
わ
る
下
、
蕊
一
亦

4
7
J
グ
ヲ

γ
ト
議
の

ず
且

;

w

ー
の
ノ
芯
ル
之
同
問
機
、
レ
パ
プ
リ
ガ
ン
録

勝
利
広
蹄
し
忙
る
獄
事
樹
氏
を
生

b
t
Eり
。
同
区
港
功
r

…

1

F

の
根
一
様
一
地
仁
し
て
、
二
十
年
恭
一
附
擦
の
勢
力
議
、
常
感
ん
な
ん
ー
し
地
主
〈
誠
一
に
前
同
踏
襲
の
蛍
時

に
弘
大
多
数
を
以
て
ず
一
モ
グ
リ
ア
グ
ト
議
を
破

b
t
る
ほ
ど
な
る
に
ι
今
や
共
地
位
を
蹴
倒
す
る

に
鷲

b
b
T
b
主
党
る
原
閥
、
も
亦
新
関
税
に
都
立
。
ム
志
向
に
外
な
ら
?
と
云
ふ
。
郷
の
今
、
札

i

y

関
税
務
の
不
評
剣
な
る
潟
め
、
レ
パ
プ
リ
カ

Y
J
爆
は
各
所
の
補
佐
越
一
壊
に
打
紋
せ
ら
れ
、
前

途
の
大
鍵
動
を
惣
像
せ
し
め
つ

tn

あ
F

り
し
来
業
蕗
応
、
去
る
九
月
じ
行
は
れ
な
る
メ
ー
ン
州
の

知

事

ιの
他
の
選
感
じ
も
叉
々
大
敗
し
花
る
よ

b
、
多
年
来
減
石
仁
優
勢
な

b
し
レ
パ
バ
リ
カ

ン
殺
の
緯
僚
は
俄
然
念
特
直
下
の
勢
を
以
〈
墜
落
し
、
遂
に
今
皮
の
総
選
場
に
彼
の
如
没
敗
お

を
招
(
に
至
ウ
し
も
の
な
t

り
。
ペ

l

y

新
閥
税
法
案
の
下
院
委
員
長
北

b
し
ペ

i

y

民
が
、
従
‘

来
引
績
を
選
出
せ
ら
れ
允
る
紛
宵
州
じ
於
〈
滋
下
落
怒
し
捻
る
が
如
を
、
自
ら
此
事
変
を
続
明

11 

01‘ 

す
る
唱
の
v
三
百
ふ
一
円
し
。

糸
し
骨
政
凶
作
‘
砂
鱒
動

潟
大
抵

、
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ホ
崎
勝
一
持
.0.
機
動
，

‘

明

白

山

.

・

人

勢
仁
レ
パ
¥
プ
?
一
カ
シ
終
的
に
謀
叛
波
一

(Mgq内
町
三
な
る
i
b

の
を
生

b
、
具
人
数
示
、
だ
い
奈
か
，
広

-W/i-雌
¥
号
、
自
然
の
政
策
及
ぴ
首
郎
に
野
し
、
燦
々
非
難
政
的
陣
営
加
ヘ
、
成
時
以
宿
年
の
仇
敵
‘
な
み

イ
モ
ト
グ
一
一
プ
少
ト
滋
と
款
を
迩

b
て
、
自
然
、
を
窮
地
に
陥
る

h

乙
と
す
の
t
p
o

期
る
危
険
な
る
探
鉱

保
三
仕
一
ホ

f

み
に
歪
F
h
J

し
原
悶
は
ぱ
よ

b
…
な
ら
守
'
'
心
可
し
と
総
省
、
第
一
に
は
自
殺
の
首
仇
訟

が
事
を
行
ふ
に
般
に
専
断
仁
し
て
総
長
を
終
演
す
る
乙
と
甚
だ
し
く
、
識
は
依
佑
偏
阪
の
抄
総

中《安
0.

・守

ぷ
ヘ
頻
々
な
る

dy
，
慨
し
、
日
頃
不
平
の
従
相
楽
ま
ん
ノ
て
一
所
制
問
叩
開
銀
を
企
て
投
る
述
。
に
し
て
-
一

殺
の
告
義
政
綱
仁
野
し
堂
々

k

b
反
針
誌
見
を
懐
抱
す
る
の
結
束
に
は
非
常
プ
し
て
云
は
松
一
緑

内
の
す
飯
漣
に
.
紛
ず
る
私
の
不
織
が
援
し
て
慾
に
同
級
相
寄
'
Q
r

相
集
ま
る
に
宏
一

b
た
仇
事
崎

港
あ
ふ
可
し
o
J

第
一
一
に
は
一
人
概
仁
諜
欽
一
蹴
E
ζ

稀
し
て
恰
も
私
の
不
締
家
が
結
合
し
、
-R
ふ
が
一
如

ノ
ー
ト
ペ
一
間
ゆ
る
也
、
業
中
に
は
安
際
に
自
殺
の
政
策
に
怖
お
た
る
も
の
あ

b
え
例
へ
ば
前
詑
ペ
!
…

y

新
聞
税
法
に
野
!
し
、
誕
高
率
一
な
る
保
護
関
税
な
る
を
指
摘
し
べ
タ
フ
ト
…
政
府
長
ぴ
自
殺
の
勝
一
鹿

川
村
民
机
測
す
る
は
わ
ん
あ
え
)
共
動
機
は
携
は
瓦
に
問
、
6
h
r
v
J
J
n
J
W
C

れ
ど
号
、
白
終
に
rw叫
ん
だ
一
不
需
に

地
代

hyz-の
一
事
以
敢
J
U

一
異
な
る
乙
と
な
を
よ
t
リ
、
同
翁
一
相
求
め
て
投
合
じ
、
殊
に
下
院
に
於
亡

は
其
鬼
気
甚
だ
い
舷
盛
仁
し
て
~
出
m
k
A
T
そ
か
れ

7
Y十
数
ー
と
示
令
似
し
、
自
殺
の
首
傑
及
び
白
鶴
の
内

政
府
を
治
政
一
め
北
る
乙
と
今
表
以
来
航
じ
ニ
同
に
一
及
一
ペ
ー
リ
。
下
院
議
長
キ
ヤ
ノ

y
兵

の

機

カ

失

態
下
一
次
々
仁
、
上
院
"
の
い
最
勢
力
家
オ
ル
ド
り

Y

ナ
及
び
ん
!
?
同
氏
の
港
際
の
止
む
を
得
合
る
日

仁
同
点
1
1
し
乙
と
、
及
ぴ
タ
プ
ト
お
が
最
古
蛍
を
を
置
な
た
る
州
際
鋭
議
法
案
が
、
下
院
に
於
て
所

間
骨
一
抜
を
と
錦

3?
れ
大
'
る
乙
之
渇
れ
な
A
リー

一抑

bq米
閥
不
院
仁
於
け
る
議
長
の
戦
火
る
、
大
統
領
応
次
で
政
治
よ
の
椴
籾
を
本
総
ず
る
絡

め
て
勢
力
あ
…
ゐ
地
位
仁
し
く
誕
勢
カ
は
議
長
を
慾
怒
し
永
る
設
吹
否
な
下
院
仁
於
け
る
…
駒
栄 hν

 F
 

.

d

 

.

.

.

 

，
 

の
勢
力
主
令
上
、
完
る
以
い
い
の
し
土

b
-喝
強
大
な

-b
と
稲
せ
ら
る
‘
、
桂
一
ぶ
し
て
、
今
そ
の
勢
カ
の
闘
で
一

生
ヤ
ノ
る
所
を
議
ぬ
る
ー
仁
、
米
，
閣
下
恨
の
議
長
松
、
他
闘
に
見
る
乙
と
を
符
合
一
る
積
々
・
一
の
桃
能
を
布

j
b
、
思
ふ
・
設
、
ち
に
談
合
を
支
配
す
る
と
と
を
am付
る
に
図
る
唱
の
仁
し
て
、
誠
仁
之
を
列
泉
北
ん
仁
、

〆
第
一
、
議
長
は
委
員
の
お
命
継
を
有
す
る
乙
と
。

米
閣
の
談
合
に
て
以
財
政
、
外
交
偏
陸
軍
事

そ
の
他
栂
々
の
目
的
を
夜
す
る

e

多
数
の
常
任
委
員
合
ハ
を
設
け
、
一
一
切
の
議
集
.
以
品
目
的
民
総
.b

J
X
…

nm委
員
令
の
務
議
仁
附
せ
ら
れ
花
る
後
仁
非
な
れ
ば
-
如
何
な
る
議
案
一
弘
.
・
議
合
，
仁
扱
山
刊
す
一

i

-

Z

E

E

-

-

τ

 

川
町
ふ
と

hEtJ
を
汗
芯
一
、
ヤ
リ
ゅ
の
定
め
H

な
る
、
を
以
文
科
授
の
一
大
問
題

4
1認
の
附
部
品
い
わ
ら
る
L
?
黍
員
の
し
如
、

米
紙
附
ぃ
政
.
察
、
の
掛
川
動

a

、卜・‘
.
e
e
a
-

J
y
e
J

，rf
H予

、
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六
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ω

何
仁
依
て
は
、
問
題
の
運
命
一
号
閥
ら
れ
か
』
る
結
果
，
畑
地
一
ぱ

J

れ
で
委
員
に
命
一
台
ら
る

V

替
の

h

勢
方

也
亦
加
は
J

る
の
却
な
る
一
が
故
紅
、
議
員
は
熱
必
仁
其
委
員
に
.
指
命
せ
ら
れ
ん
と
と
を
希
・
壊
し
、
往

々
に
し
て
激
烈
な
る
競
争
を
生
ホ

J

る
J

乙
と
あ
!
ハ
ノ
。
ト
而
し
で
式
委
員
の
指
命
権
は
…
仁
議
長
の

挙
中
に
存

ι、
議
長
は
一
ー
存
ー
を
以
〈
専
断
し
得
る
ぞ
以
て
-
共
勢
力
は
求
め
ヂ
じ
で
自
ら
強
大
之

潟
ら
合
る
を
得
合
る
可

Lo

ー

第
こ
、
一
議
長
は
緩
宮
を
議
員
に
許
可
す
み
の
椴
能
を
有
ず
る
と

ι。
議

長

の

許

可

な

く

し

て

向
如
何
な
る
動
議
場
提
出
す
る
を
得
ー
夕
、
如
何
な
る
議
案
悲
報
告
す
る
を
得
歩
天
如
何
な
る
演

説
哲
之
を
誠
み
る
乙
と
を
得
診
る
は
、
岡
よ

b
他
閣
の
談
合
に
て
も
略
ぼ
同
様
な
れ
ど
沿
喝
采
闘

の
議
舎
に
て
は
議
長
が
一
茶
議
員
を
好
ま
含
る
が
銭
め
仁
、
携
は
共
人
を
知
ら
な
る
が
潟
め
に
九
時

v

k
会
開
期
中
、
鶴
一
だ
し
を
は
み
・
一
任
期
中
、
二
出
向
を
宅
設
す
，
る
の
機
舎
を
奥
ヘ
設
の
し
例
じ
乏
し
か

米
間
関
政
す
田
仲
の
鎚
動

らみ
yo

第
三
、

議
長
は
院
内
に
於
げ
る
一

M
W
の
議
事
を
裁
断
す
る
の
機
能
を
有
す
る

t

と
と
。
議
案
b
E

取
捨
し
、
議
事
日
経
伝
定

U
.る
の
'
機
能
は
、
何
帆
聞
の
議
舎
に
て
が
も
議
長
の
手
中
に
症
る
の
例
な
れ

と
え
米
闘
の
議
長
は
其
構
能
を
行
ふ
乙
と
甚
だ
峻
巌
に
し
て
、
往
々
専
横
に
逃
?
る
と
と
ゐ
I
9
0

此
故
に
岳
、
裁
の
議
員
中
に
一
議
は
動
議
匙
拠
出
せ
ん
と
す
ふ
1
3

の
あ
ふ
す
i

，
若
じ
恭
動
畿
に
し
て

務
め
紫
の
か
館
に
諜
弘
主
か
後
に
知
念
.
れ
ば
其
提
昨
一
ど
許
可
せ

y
b
の
み
が
、
如
何
な
芯
議
案

rc
憐

i

号
、
議
長
自
ら
繍
日
必
ず
み
に
非
念
、
れ
ば
、
之
を
採
決
仁
附
也
市
口
広
、
が
故
じ
、
議
長
協
一
鷺
際
仁
議

ヴ
ヰ
ト

l
、
パ
ワ
ー

案
に
濁
す
る
許
百
継
を
有
す
し

fa刃
も
の
な
る
£
以
て
、
荷
山
刀
院
外
者
に
し
て
一
の
法
律
の
制
定
討

論
併
箆
せ
ん
が
、
お
を
掠
山
山
一
ず
み
議
長
の
賛
成
ど
得
る
は
勿
論
ー
同
時
に
議
長
会
の
人
の
州
民
成
ど
斡

ぴ
英
同
意
を
得
る
じ
非
含
れ
ば
、
到
底
目
的
を
遼
ナ
る
能
は
ま
る
乙
と
、
今
日
米
側
議
愈
の
泡
例

な
か
と
す
-
而
し
て
議
甘
い
祝
日
川
此
臓
継
を
行
ふ

K
ニ
箇
の
機
関
あ
L
Y
。
仮
に
諒
し
て
，
議
事
焼
別

委
員
(
の
o
g
g宮内
0
8
M
g
g
)
反
ぴ
指
弾
委
員

(ω叶
RHr目的の
0
.
3
5
…
門
付
向
。
)
と
櫛
す
る
唱
の
是
れ
な
t
9
0

<i5， 

者
、
は
議
長
を
委
員
長
と
し
て
、
院
内
多
数
議
の
首
館
二
名
及
び
少
数
様
の
品
目
館
一
一
お
よ
よ
リ
成
F

り、

議
来
ど
取
拾
し
、
議
事
の
日
程
順
序
を
定
む
る
も
の
に
し
て
、
議
事
に
闘
す
る
一
一
切
の
専
麟
織
を

有
す
る
を
以
え
識
は
夜
中
一
時
中
の
議
員
を
差
止
め
、
勝
手
に
他
の
議
案
の
報
A
u
r
潟
ヨ
ー
し
比
旬
、
比
一
討

議
を
進
行
せ
し
り
る
乙

ιあ
・
夕
、
左
れ
ば
如
何
に
重
援
な
る
議
案

ι撒
も
右
委
員
の
窓
に
反
す

る
じ
於
て
は
到
底
振
淡
じ
の
厄
ど
兎
か
み
可
か
ら
や
ヘ
而
じ
て
集
委
員
は
』
前
認
の
如
(
多
数
、
少

数
十
一
防
総
よ
t
リ
選
出
せ
ら
み
、
と
雌
号
、
会
委
員
の
総
舎
は
鼠

s

に
普
通
平
凡
の
事
件
を
定
ひ
ふ
場

米

関

政

界

の

機

動

. 
6 

、Jヤ

六
六
九



."，，;【;川

66・

米
・
閥
・
政
界
の
一
綿
品
叶
麟

'

A

A

U

市。

令
の
み
に
‘
し
で
蛍
裂
な
る

e

事
件

ε，
決
定
す
る
は
常
に
議
長
と
多
数
議
の
委

R
い

限

ら

み
ι

べも

の
な
ウ
。
後
者
邸
も
指
揮
委
員
と
稀
ず
る
は
、
前
者
の
如
く
議
院
に
於
け
る
会
の
機
、
閥
じ
非
宗

じ
て
.
院
内
多
数
殺
の
私
の
機
関
な
れ
ど
は
、
事
費
上
に
は
議
案
の
運
命
b
q・
定
り
る
"
も
り
の
…
な
!
り
と

一
五
ふ
は
、
此
委
員
は
議
事
規
則
委
員
と
悶

b

(
、
議
長
及
ば
外
ご
名
よ
ι
り
成
。
滋
常
識
事
規
則
委

員
が
之
一
を
策
ぬ
る
の
例
に
し
て
、
業
委
員
の
専
断
に
於
て
、
議
案
を
遁
滋
せ
し
ひ
可
き
が
も
の
と
否

決
せ
し
む
可
営
替
の
と
を
決
定
す
る
の
機
能
を
有
す
る
を
以
て
、
共
卒
ゆ
る
多
数
燥
の
勢
力
を

利
用
し
て
、
如
何
な
る
議
案
包
唯
だ
是
等
一
ニ
名
の
意
向
-
如
何
に
依
て
‘
其
窓
、
A

怖
を
決
せ
ら
る

h
?の

変
際
な
'hJQ

バ

一

工

・

パ

斯
の
如
く
米
一
岡
下
院
に
於
け
ー
る
議
長
の
織
力
は
、
殆
ど
慶
大
無
竣
に
し
て
、
恰
号
本
制
君
主
の

如
(
な
る
を
以
て
、
議
長
そ
の
人
の
人
物
如
何
に
依
て
は
、
薬
臓
機
を
滋
用
じ
、
議
舎
を
意
の
億
に

広
右
ず
る
と
と
を
得
る
M

も
の
な

60
今
の
下
院
議
長
キ
ヤ
ノ
シ
目
的
が
、
去
る
一
千
九
百
三
年
以

来
、
第
五
十
八
、
五
十
九
、
六
十
、
及
伏
六
十
一
議
舎
を
滋

b
必
ベ
年
間
議
長
の
椅
子
を
本
占
じ
、
レ
パ
プ

ー
ホ
シ
紫
領
袖
の
一
人
と
じ
て
、
開
腰
掛
締
盟
之
も
に
議
中
仁
震
を
を

mm
ず
の
人
物
な

b
と
云
ヘ

ば
、
此
人
物
に
し
て
斯
る
椴
カ
あ
る
椅
子
を
占
り
る
以
止
は
、
白
ら
勢
カ
の
強
大
を
致
す
可

hdt

勿
輪
、
じ
し

.1随
て
先
年
来
尚
氏
"
の
議
長
振
t
?

に
就
l

て
非
難
乞
加
ヘ
ふ
る
も
の
を
生

b
、
往
々
そ
-
一
砂
、

専
横
一
不
遇
，
な
る
を
攻
撃
す
.M!?
号
、
一
の
お
.
る
に
翠
よ
り
花
み
ぽ
総
れ
も
な
を
事
費
、
に
し
七
九
、
世
間
に
つ

‘
η
2
5
3即
日
な
る
許
諾
古
生
一
歩
る
に
笠
れ
る
を
売
で
や
ー
キ
zbν

六
一
〆
氏
が
し
、
制
ぐ
院
内
不
平
の
標

的

E
一
銭
れ
る
ぞ
推
測
す
可
じ
。
来
じ
て
キ
ヤ
ノ
シ
阻
ん
の
専
績
不
惑
な
る
に
不
満
を
懐
く
も
の

味
方
一
な
る
が
パ
プ
リ
カ
ン
議
恥
に
議
生
し
跡
調
謀
銀
波
な
る
も
の
を
作
る

J

の
一
因
を
潟
ず
に

歪
が
レ
o
t
u
t
(

ザ
小
平
不
捕
の
破
裂
し
て
必
一
づ
議
内
分
裂
の
機
を
訟
に
し
な
る
対
も
の
を
去
る
一
一
~
一
月

に
於
け
一
ふ
キ
ヤ
よ
一
Y

具
、
排
斥
の
動
議
な

1
ノ
と
す
。
此
一
の
動
議
の
要
旨
は
従
来
議
長
の
一
機
カ

北
い
か
じ
前
河
議
事
・
規
則
委
員
の
椅
子
よ
t
リ
議
長
を
蹴
落

3
ん
と
す
る
唱
の
に
じ
け
て
、
謀
銀
総
叫
の

徒
・
レ
ヂ
4
1

グ
J

プ
ヅ
ト
裁
い
じ
，
柑
抵

b
百
五
千
五
に
封
ず
る
百
九
十
ム
の
多
数
を
以
で
之
を
可
決

し
、
一
丸
山
に
勢
に
策

b
て
が
ヤ
ノ

y

氏
を
議
長
の
職
よ
ム
リ
排
斥
せ
ん
と
し
北

hoE
此
最
後
の
動
・
議

は
否
決
せ
ト
ー
し
げ
一
作
七
.
L
Y

と
雌
号
、
議
事
規
則
委
員
，
の
指
命
権
一
宮
剥
奪
せ
ら
れ
食
る
の
ふ
事
は
、
米
閣

の
路
史
に
稀
有
な
る
出
来
事
に
し
一
て
、
之
に
依
て
議
長
の
職
権
を
議
・
じ
く
制
限
じ
北
る
は
、
安
際

続
て
議
長
の
自
動
車
費
を
宅
否
決
す
る
に
去
ら

67・

じ
非
常
な
る
打
撃
と
云
は
た
で
る
可
か
ら
や

J
O

大
一
る
は
ぽ
〈

-r、
キ
ヤ
一
/
・
れ
氏
の
不
一
人
的
認
な
る
，
を
示
す
も
の

K
じ
で
、
叉
以
て
謀
銀
援
が
如
何

米

関

政

界

の

縫

動

大
必
t

日
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仁
於
サ
る
レ
パ
プ
リ
1
1
J

殺
の
州
側
事
長
叫
闘
合
議
演
の
鶴
港
民
銀
独
扱
が
魅
倒
前
大
崎
砂
利

を
博
し
、
其
際
議
快
沿
ら
れ
一
牝
MJb

政
側
酬
は
J

般
γ
ト
ダ
ブ
十
氏
の
施
政
上
玖
蟻
ー
し
、
ペ

J

V

榔
税
強

の
際
止
を
期
す
可
し
1'L
宜
中
将
ー
し
定
必
が
如
合
¥
総
て
ア
イ
介
ア
洲
の
伺
議
一
火
、
合
仁
彼
て

4qJ大
多

数
を
以
て
新
樹
税
法
排
斥
の
‘
決
議
左
鳴
し
、
謀
級
紙
砂
漠
執
議
中
、
奇
心
什
燃
と
タ
ブ
十
品
吃
緋
蹴
倒

し
花
J

る
が
如
き
事
資
本
徴
す
る
川
町
之
を
雑
如
ず
み
を
得
ベ
ー
リ
レ
。
法
山
都
京
深
ー
ー
し
て
如
羽
な
る
鶴
・

化
営
企
jJY
み
や
線
制
す
可
ゆ
ら
、
?
と
縦
一
泊
、
同
怖
い
や
狗
今
波
、
の
大
初
な
ゐ
強
県
仁
、
ル
バ
プ
り

J
W
Y

滋
が
了
誌
の
統
一
を
紋
念
、
時
仁
尚
志
打
の
不
始
末
宮
線

b
、
以
て
デ

V
V
L

グ
ヅ
吋
ノ
十
議
を
し
て
)
満
開

示
J

可
を
好
機

A

仰
"
を
胤
ハ
へ
な
る
は
、
裳
敗
因
の
一
と
認
め
な
る
を
得
守
る
?
な
み
。

レ
パ
プ
リ
カ
ン
一
…
紫
内
の
不
統
一
な
る
色
と
銑
に
噺
の
如
.
〈
な
る
県
上
仁
、
近
感
タ
グ
山
政

府
の
内
部
仁
も
厭
は
し
を
内
証
沙
泳
あ

J

り
て
、
斜
め
仁
レ
パ
プ
!
カ
Y

縁
故
市
の
威
信
完
扱
七

セ
る
之
と
少
な
か
ら
ふ
?
と
一
五
、
か
は
五
よ
み
先
を
ル
}
ズ
グ
品
ル
1
1

川
庄
内
、
が
恭
治
世
の
議
後
広
一
抗

議
し
北
る
天
然
寝
源
保
存
委
長
倉
な
る
屯
の
あ
ふ
。
米
憾
の
土
地
)
山
林
録
一
山
、
水
樹
容
の
天
然

宿
線
が
断
次
利
己
一
侃
の
食
欲
者
協
の
潟
め
い
ド
泌
掘
踏
伐
せ
ら
れ
、
或
は
荒
療
に
向
慨
す
る
仁
一
企

ら
ん
と
と
を
愛
感
し
、
之
を
防
止
せ
ん
が
潟
め
仁
保
存
委
長
命
匁
る
は
の
を
創
立
し
、
治
州
知
事

ー

米

関

政

界

の

脱

却

動

火

山

t
u

.‘， 

M

・

米

酔

払

耽

乱

介

の

勧

動

‘

六

七

一

山

ω

r
ト
設
内
航
納
の
存
続
を
怒
れ
み
か
を
想
像
す
，
可
じ
。
飯
袖
の
排
斥
は
官
じ
此
に
止
ま
ら
歩
、
共

勢
、
上
院
に
全
で
及
ぴ
ハ
上
院
に
於
で
下
院
の
キ
ヤ
ノ
ン
氏
1
ζ

問
機
の
勢
力
を
採
仏
、
一
一
…
十
年
来
、
上

院
に
議
応
を
有
し
、
レ
パ
プ
ザ
カ

y

縫
中
飯
袖
の
一
入

-
t
b
ロ
j

ド
、
ず
イ
テ
y
、
ド
州
の
オ
ル
ド
ト

ツ
チ
氏
が
同

b
飯
袖
の
一
い
ん
な
る
メ
ー
ン
州
の
ん
}
ル
民
と
共
仁
、
明
年
時
'
々
の
任
期
の
議
く
る

を
機
と
し
、
政
界
よ
'
?
一
港
隠
す
る
の
怠
色
絵
表
す
ふ
の
止

h
u
y一
総
会
』
か
に
徒
一
t

り
じ
除
・
来
事
い
そ
が
ん

・
終
内
じ
於
け
る
不
一
読
列
に
原
闘
す
る
サ
の
に
し
jf¥
謀
叛
振
の
勝
，
利
と
稀
せ
ん
か

J

4

之
よ
か
次

第
に
紫
内
分
裂
の
徴
厳
然

ιし
て
、
謀
叛
仮
は
事
の
染

ly
可
動
)
機
あ
る
ん
触
仁
デ
モ
グ
デ
ヅ
ト
一
終
・

ι款
を
吋
巡

b
て
白
縫
ぬ
7

政
府
仁
反
抗
し
、
誌
に
五
月
収
主
タ
〆
プ
ト
誌
が
最
松
重
注
乞
皆
、
合
允

る
州
際
餓
殺
治
泉
下
野
し
激
烈
な
る
・
政
繋
b
c

如
、
品
川
法
案
中
最
蛍
袋
ゆ
ニ
飽
依
安
一
得
決
し

k

b
弘一ー亦

A

ア
モ
グ
ラ
吋
ノ
ト
紫
と
ぬ
過
し
允

zu
諒
一
叛
に
外
な
ら
・
・
一
ペ
ダ
ブ
ド
氏
は
此
鎌
奴
訴
の
行

動
に
憤
慨
し
、
此
際
熊
内
協
同
一
致
し
℃
従
来
の
勢
力
を
維
持
せ
郊
で
-
み
可
か
ら
か
)
る
ぉ
明
言
し
、

e
l

大
に
絞
カ
じ
、
花
る
結
果
-
結
局
右
法
案
は
タ
ヌ
ト
兵
の
希
望
議

b
成
立
す
る

-bbu
得
食
料
ヒ
訟
-

此
一
事
必
川
例
て
見
ふ
ザ
議
内
不
和
の

6

い
上
ノ
(
¥
甚
だ
し
色
合
怨
像
A
Y
ふ

P
難

か

ら

で

謀

叛

，

振
の
勢
力
の
偽
る
可
h

川
ら
ま
&
は
、
側
一

r

へ
ば
今
度
の
ー
瀧
壊
に
先
ら
J
U

行
は
れ
な
る
か
り
ー
や
ス
州



71 

事
業
の
進
行
を
期
し
牝
ゐ
仁
)
慾
い
レ
バ
、
j

y

p

ヤ
}
氏
と
相
容
れ
-
J
P
J

し
〈
説
大
統
倣
の
潟
め
に

放
滋
せ
ー
ら
れ
、
な
る
は
、
ん
!
ズ
グ
ポ
ル
ト
氏
仁
於
〈
甚
だ
不
快
に
戚

b
な
る
と
と
な
る
可
く
、
ピ

ン
チ

i
r
1

ヅ
ト
氏
は
蛍
狩
ル
ト
ズ
グ
エ
ル
ト
、
氏
が
附
非
利
加
の
熔
行
よ
よ
ツ
帰
る
を
伊
太
利
ま
ぞ

出
迎
へ
て
事
情
を
訴
へ
ん
と
て
純
育
よ

b
m
援
し

t
b
と
体
へ
ら
れ
大
る
ほ
ど
な

b
し
よ
A
Y
、

内
務
卿
に
謝
す
る
世
上
の
詩
剣
は
兎
角
堂
し
が
ら
歩
、
崎
氏
々
俳
職
設
事
ヘ
体
ふ
る
の
の
あ
L

リ。

甚
だ
し
を
は
此
事
あ
l

り
て

4

以
来
タ
ブ
ト
氏
い
と
一
ル
!
ズ
グ
1

2

1

y

ト
氏
の
間
柄
亦
欝
日
の
如
く
斜

ら
山
ペ
間
一
非
一
利
加
ょ
ん
/
腕
来
の
態
度
は
、
謀
叛
採
の
一
味
と
接
近
し
、
其
邸
宅
仁
出
入
す
る
唱
の
也
、

中、
f
f
院
に
於
け
る
謀
叛
阪
の
急
先
僚
に
し
て
叉
ピ
シ
チ
ヨ

γ
ぶ
氏
と
最
も
親
交
あ
る
ポ
イ
ン

デ
キ
ス
タ
'
!
、
上
院
に
於
け
る
同
淡
の
首
領
イ

y
J
ア
イ
ヤ
ナ
州
選
出
の
ピ
グ
品
り
吋
人
ダ
の
諸
氏

を
見
る
の
み
な
ら
夕
、

r
y
チ
ヨ
ッ
ト
氏
は
ル
ー
ズ
グ
ぷ
ル
ト
氏
の
命
を
お
小

b
て
七
月
上
匂
カ

リ
ブ
オ
‘
ル
ニ
ヤ
州
仁
向
ぴ
、
同
一
州
広
於
け
る
今
度
の
議
壊
に
謀
銃
・
援
を
助
け
て
所
潟
正
統
波

(pmロ
va)
を
彼
ら
ん
と
て
盛
ん
な
ゐ
運
動
に
若
手
し
た
る
等
、
蛍
時
ル
ー
ズ
グ
エ
ル
卜
阻
ん
と
課

税
扱
け
と
の
関
係
に
就
い
て
種
々
の
風
設
を
生

b

一
方
眠
レ
バ
プ
リ
ヵ
Y

紫
分
離
の
兆
あ
る
誌

に
に
〆
プ
ト
内
聞
の
内
部
に
斯
る
不
統
一

ν
無
規
律
の
内
情
含
限
露
し
北
る
は
~
政
府
の
信
用
と

吋
米
関
政
界
の
幾
的
W

H

六
七
五

米

関
z

政

界

φ
畿

日

動

穴

七

ー

閥

仰
い
な
初
め
在
野
の
路
、
名
士
を
網
線
し
て
・

1

上
ム
小
、
の
・
カ
年
依
七
英
国
的
を
迷
せ
ん
乏
し
た
る
'
g
p
仁

じ
て
・

1

貨
に
ル
ー
ズ
ゲ
/
込
ル

'hp
氏
が
品
取
電
力
左
識
し
ー
淀
川
yρ
↓
議
策
一
の
一
之
稽
せ
ら
ー
一
ゐ
L
B

も
の
な
る
。

斯
く
て
一
タ
フ
ト
氏
の
内
m
向
上
し
潟
ん

'
f

、
今
の
バ
J

Y

U

ヤ
ト
比
一
も
の
…
内
務
卿
た
る
や
が
一
も
右
の
J

保

存
政
策
の
ふ
併
に
闘
し
部
下
た
る
山
林
局
長

V
Y
J
チ
ヨ
ツ
一
ト
阻
ん
と
意
見
の
.
衝
突
を
来
、
た
じ
兵
'
鈴

巣
ピ
ジ
ナ
ゴ
ヅ
ト
叫
ん
は
官
犯
を
奈
乱
し
忙
I

り
と
の
故
を
以
て
、
ダ
プ
ト
民
の
.
縛
め
に
沼
地
一
職
せ
ら

れ
、
同
時
に
バ
リ

Y

ジ
ャ

l
m
ん
は
・
其
職
櫛
公
利
用
し
.
官
減
、
保
存
の
事
に
闘
し
〈
私
利
を
傍
み
が
作
九

か
と
の
厭
は
し
念
風
設
を
流
布
す
る
も
斗
の
あ

ιて
、
事
一
途
に
俸
の
z

沙
泳
と
潟

6
議
舎
に
て
は
之

が
審
査
の
日
的
を
以
て
特
に
委
員
・
舎
を
設
け
べ
久
し
き
に
瓦
て
事
費
の
審
査
を
濯
げ
た
る
属
、
結

局
事
変
相
違
の

t
明
白
と
翁
る
に
及
吃
内
務
卿
の
¥
地
位
も
一
、
先
づ
安
問
、
に
複
し
な
y

り
し
が
司
、
一

時
は
バ
リ
ン
ク
ヤ

1

野
ピ
ン
チ
ヨ
ア
ト
事
件
一

ι稀
し
て
、
世
間
の
w
持
回
一
を
斜
路
動
せ
し
め
な
る
ほ

ど
の
騒
ぎ
を
生

b
t
b
し
業
一
一
方

J

の
相
手
方
交
る
山
林
局
長
ピ

y
o
チ
ヨ
ヅ
十
氏
と
一
お
ふ
は
、
皆
川

フ
巴
ゲ
オ
リ
ツ
ト
‘

は
ん
!
ズ
グ
芯
ル
ト
氏
が

i

娘
二
の
寵
児
に
し
て
ー
右
の
天
然
官
源
、
保
存
の
事
宅
周
回
ん
が
少

1
d

グ
ぷ
ト
ル
ト
氏
に
献
、
策
強
怒
し
あ
る
所
一
仁
係
る
を
以
て
之
を
執
行
委
員
り
筆
頭
に
経
営
、
億
一
;
ほ
前

大
統
飯
が
其
臓
を
去
る
に
蹄
み
、
同
尽
を
遺
し
て
専
ら
之
に
瞥
ら
し
め
、
以
て
タ
・
プ
ト
阻
ん
の
下
ぷ

• i 



伽

一

氏

側

制

吸

凋

仰

の

犠

勃

決

心

夫

成

殿
1
ζ

を
失
態
ず
る

ζ
1
ι

甚犯し一一/ー
λ

撒
く
倒
氏
の
信
州
柵
そ
胸
骨
才
ふ
仁
策
h
v
て

、

デ

モ

グ

グ

ゲ

十

鈴
が
此
'
機
令
子
一
利
岡
し

k
j一
ゅ
の
本
茂
弘
、
亦
今
度
一
の
・
選
懇
に
1
V

パ
グ
リ
カ
ン
殺
が
大
敗

L
ーがよる

一
原
因
、
党
る
仁
和
越
な
か
る
可
し

3

鴎・

一
子
八
百
五
十
九
年
、
今
日
の
し
パ
プ
リ
h

J

Y

紫
が
成
立
し
化
る
以
来
土
一
小
柄
院
惚
於
て
の

雨
鈴
の
勢
カ
総
長
十
-
見
る
に
、
上
院
仁
於
て
は
共
後
(
一
一
十
六
伺
の
議
命
日
ゆ
ァ
プ
グ
一
y

y
十
議
の

総
勢
ほ
・
り
し
は
皐
ぷ
五
周
の
み
仁
一
iJJ

ベ
他
拡
慾
く
じ
パ
プ

7
4
ρ

ン
燥
の
潟
め
本
多
鍛
を
ゆ
口
め

ら
れ
ポ
幌
$
亦
大
槌
ぷ
於
て
一
JJJ
一プ

U
1
1
7
γ

誌
の
灰
下
J
I
L
て
、
ザ
モ
グ

J
y
y
d
紫
め
拶
搬
す
-

制
し

k
J，
h
/

し
は
僅
に
八
岡
仁
過
ぎ
歩
。

r

試
・
に
之
十
二
江
ー
に
表
組
オ
ノ
可
し
。

議

舎

か

十

次

，

上

院

日

1
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米

側

政

界

の

後

鋤

一
九

'0.
一一丁
l

一
九
‘

G
五

、

一

一

一

ニ

マ

・

お

一

四

一

一

一

O
一六

一九、

O
五

i
一
九
一

O
レ

七

一

一

一

一

一

一

一

一

一

六

ニ

足

。

一
九

O
レ山

i'
一
九

O
九

二

ご

ィ

一

・

ム

ハ

~

四

一

一

一

一

一

二

一
九

O
九

i
一

九

一

一

一

ニ

二

一

七

一

一

ニ

ア

九

以
上
の
表
の
示
す
一
如
〈
ー
上
下
爾
院
と
唱
に
一
千
.
八
百
九
十
五
年
第
五
十
四
議
合
以
来
、
毎
一
度

の
選
恕
は
常
仁
レ
パ
プ
リ
カ

ν
殺
の
勝
利
に
締
じ
、
天
下
の
政
権
を
掌
握
す
ム
み
乙
と
袋
に
十
有

五
年
の
久
し
を
仁
瓦

b
、人
Y
川
瀬
(
レ
パ
プ
リ
カ
シ
一
殺
に
飽
を
、
頻
に
幾
化
そ
思
ふ
に
至

b
t
る

事
貨
は
亦
デ
モ
グ
ブ
ヅ
ト
縫
の
筏
興
を
促
し
北
る
一
一
胤
聞
と
認
め
才
ふ
を
得
歩
。
一
一
何
れ
の
閥

e

の
政
界
に
て
も
、
一
品
燃
の
み
僚
よ
り
に
久
し
く
政
権
を
一
専
占
ず
る
と
を
は
自
万
一
人
必
仁
倦
怠
を
生

、JF
み
の
常
に
し
て
、
若
し
も
誌
倦
怠
ど
生
怜
7ん
と
す
叫
ん
ρ
呉
海
一
れ
い
重
大
な
る
不
始
末
を
演
ー
ザ
.
る
如

を
乙
と
あ
ら
ん
か
、
野
仁
在
一
て
多
年
滑
勢
力
を
義
び
北
る
敵
一
葉
怜
此
好
機
仁
策

b
〈
勃
然
蹴
起

す
る
ー
に
渥
ふ
は
政
界
に
珍
一
ら
し
か
ら
か
』
る
現
象
な
;
る
の
み
ん
な
ら
歩
、
一
様
の
み
久
し
ノ
V

政
機
を

張
問
ず
る
と
き
は
、
白
'
ら
し
其
聞
に
失

J

策
を
ハ
生

b
若
し
く
は
内
訟
を
醸
ず
に
軍
一
ふ
乙

i
殆
一
:
渇
か

れ
訟
一
る
所
な
れ
ば
、
い
パ
J
f
r

リ
九
干
潟
が
一
多
年
の
問
に
自
ら
人
必
の
蹄
依
必
失
ひ
お
る
唱
亦
止

む
を
得

iye
る
所
に
し
て
~
其
漸
く
人
一
必
'
の
蹄
リ
依
を
…
失
は
ん
と
し
セ
る
ー
其
彪
に

1

ペ
ー
ジ
新
一
関
税
法

大し叩
λ

六六五五
一0 九，八

六六五五
o ~... )~:í\ 

の
失
敗
ド
加
ふ
る
い
L

一
撲
の
分
離
〆
プ
十
内
閣
の
内
託
等
の
不
始
一
求
総
務
じ
北
る
の
事
費
紘
一

レ
¥
パ
、
プ

yJ
カ
ン
殺
の
威
墜
を
失
墜
す
る
と
問
一
時
に
ず
モ
グ
ブ
ヅ
ト
E

鵠

の

奮

起

を

侭

心

-tる
次
一

第
な
よ
ツ

1

同

'

.
、

• 4
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e・‘'

留
品

i

最
後
に
一
レ
パ
プ
リ
カ
ン
‘
議
の
大
立
物
、
た
る
ル
ー
ズ
ヴ
/
五
ル
ト
兵
に
針
ず
る
米
関
人
必
の
反

動
号
、
亦
一
同
殺
の
勢
カ
営
失
墜
せ
し
め
文
る
一
一
闘
な
ち
な
る
を
得
水
，

t

プ

レ

パ

プ

リ

カ

ン

殺

の

勢

力
が
今
日
、
ー
な
，
で
各
州
の
議
舎
に
於
て
も
、
腕
一
邦
の
議
舎
に
於
て
也
、
若
し
く
は
其
他
の
絶
問
に
於

イ
バ
が
も
常
に
輩
図
強
大
な
る
を
得
、
光
る
は
)
鴬
そ
の
屯
の
一
-
〉
多
一
年
来
養
ぴ
食
る
基
礎
の
堅
貨
な

b

し
仁
凶
る
も
の
な
J

り
JIζ

は
云
び
な
が
ら
、
活
家

γγ
キ
シ
レ
!
、
ル
ー
ズ
'
グ
エ
り
ル
ト
諮
γ

広
ん
の
如
を

英
過
な
ゐ
大
統
傾
が
蹴
出
し
て
、
天
下
の
政
権
を
お
t
り
大
る
乙

'
i
g
奥

b
て
カ
あ
る
は
勿
拾
に

し
て
、
中
い
イ
ト
毛
-
y
!
ズ
グ
エ
ル
ト
氏
の
如
を
精
力
総
倫
な
る
偉
大
の
政
治
家
が
朝
に
在
る
と
と

外
し
く
、
長
問
自
殺
の
威
信
を
加
へ
た
ふ
幾
子
な
ふ
し
ゃ
知
る
可
か
ら
で
左
れ

γ

ば
ル
ー
ズ
グ

品
ル
ト
氏
の
舵
時
間
中
は
敵
の
問
に
も
、
味
方
の
聞
に
も
長
だ
高
く
し
て
-
今
よ

b
英
治
世
の
設
時
を
一

・
泡
恕
す
れ
ば
、
殆
ど
レ
パ
プ
リ
カ
J
Y殺
の
高
歳
な
る
を
払
拡
七
一
め
セ
る
将
-Y
・
~
に
↓
ィ
ヘ
英
次
統
頒
一

大
L
崎
山
山

米
.
関
税
界
の
綾
織

。も e、
、
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米

図

政

mw
ゆ

機

動

・

山

ハ

川

ハ

ひ

均
一
級
一
一
期
の
任
期
締
了
す
る
や
、
後
一
事
そ
ダ
グ
小
氏
本
委
↓
ね

v
h翻
然
鋼
一
抹
利
加
に
獅
ぷ
・
1
1

狩
め
抵
髄

一
世
乞
誠
吸
器
政
界
本
在
る
や
雄
一
飛
お
機
会
根
一
め
逗
野
本
下
る
や
戯
留
地
化
努
児
の
快
惨
を
企
う
る

が
如
を
)
快
拐
明

LY--ズ
グ
芯
ゆ
ト
氏
の
築
面
白
を
接
探
し
て
品
川
閣
の
入
必
営
魅
七
、
弛
一
闘
の
敬

治
家
吃
し
て
羨
墜
に
織
へ
な
ち
し
め
ー
奨
附
非
利
加
、
よ
み

J

一
飾
る
や
、
強
粕
ー
徹
制
大
闘
の
元
首
そ
勝

山
似
し
到
る
践
仁
豪
認
を
放
っ
て
倒
〈
ω
む
の
を
驚
か
し
め
、
い
よ
/
入
業
献
有
仁
締
著
す
込
や
ー
恰
山

d
u
凱
旋
一
勝
獄
・
の
如
一
く
殆
ど
米
閣
の
朝
野
を
泉
て
之
を
敵
迎
し
み
仏
る
袋
一
歓
迎
の
光
殺
そ
想
像
す
一

る
と
念
材
、
比
y

j

ズ
グ
品
ル
ー
ト
叫
ん
が
命
ほ
来
閣
の
入
必
を
支
慨
す
る
の
燦
カ
の
一
癒
は
議
〈
合
る

の
み
》
、
ま
ず

/li--
盛
ん
な
る
を
信
悲
し
め
党
る
の
俊
際
怒
る
仁
、
今
や
入
必
漸
〈
.
及
効
吃
生
対
~

ん
と
す
為
仁
軍
一
γ
り
柁
る
は
ル
ー
ズ
が
十
品
ル
ト
悦
の
胸
中
~
第
一
一
一
一
期
大
統
領
就
任
め
野
必
め
る
之

と
揺
れ
公
ふ
色
な
く
一
般
記
簿
ヘ
忘
れ
メ

1
4
ズ
グ
叫
ル
ト
氏
亦
何
故
か
議
弱
め
如
ぺ
鱗
撚
℃

'
れ
を
否
認
せ
な
る
よ
ゥ
、
ル

i
-
ズ
グ
品
ル
ト
臨
ん
は
り
ジ
ン
ト
ン
以
来
米
関
共
和
政
治
の
慣
例
と

し
て
一
一
期
就
径
の
不
蛍
な
る
を
認
め
ら
れ
花
る
其
古
来
の
憤

v

例
を
破
ム
ノ
て
、
叉
々
政
械
を
朗
脱
獄

す
る
は
米
閣
共
和
政
強
の
根
本
概
念
、
化
る
檎
功
右
派
し
く
一
大
に
様
性
社
役
付
ゅ
の
本
被
仁
特

る
も
の
な
L

リ
メ
」
の
非
難
を
~
加
ふ
る
も
の
を
生

b
t
る
恭
一
1

ょ
に
、
近
来
ル

1
ど
グ
i
j
v

ト
託
は
新

、
‘ 

イ
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倒
家
主
義

(
3
5
1
2丸山
g
p
H
U
S
)
な
ふ
新
主
義
を
哨
導
し
、
今
日
各
州
の
権
カ
が
飴
J

り
じ
強
大
仁
し

て
、
聯
邦
政
府
は
倒
的
に
向
て
業
潟
ず
可
を
任
務
を
議
w
、
ァ
ん
と
す
る
号
、
毎
度
各
州
機
カ
と
相
容

れ
合
ふ
潟
め
施
ず
に
よ
し
な
を
を
慨
し
、
勝
一
来
各
州
の
檎
カ
を
結
少
し
で
之
を
聯
邦
政
府
の
挙

中
に
総
撹
ず
る
の
必
要
を
鼓
吹
し
つ
h
B

あ
る
は
、
取

b
d
u
臨
時
A
L
P
M
廿
州
悶
有
の
主
椴
を

i

伎

容

す

る
告
の
に
し
て
、
立
閣
の
大
極
意
に
反
す
る
告
の
と
認
め
ら
る
t
B

仁
至
。
、
従
来
同
氏
仁
瓶
歌
し

な
る
民
衆
電
、
忽
も
に
し
て
必
ん
換
を
一
一
勝
し
食
る
乙
と
な
る
可
し
。
d

ル
ー
ズ
グ
芯
ル
ト
兵
に
齢
，

ず
る
人
必
の
反
動
は
自
ら
レ
パ
プ
リ
カ

y

撲
に
到
す
る
人
必
の
反
動
を
生
廿
才
る
b
w
一
得
歩
。

今
度
の
選
壊
に
際
し
、
同
一
応
は
白
熊
の
斜
め
に
大
に
奔
走
泰
一
カ
し
北
れ
ど
が
も
!
其
結
果
の
意
外
な

ρ
L
ド
は
思
ふ
に
慢
、
然
北
ら
ぎ
る
を
得
、
0

1

り
し
な
る
可
し
。
ル
ー
ズ
、
ず
芯
ル
ト
誌
が
、
如
何
に

減
快
広
大
一
敗
し
大
1
0
1し
わ
を
一
読
す
る
潟
め
に
、
余
は

h

従
来
同
氏
の
勢
力
の
最
也
強
大
に
し
¥
て
、
且

づ
前
記
の
新
関
家
主
義
を
採
移
し
て
一
方
争
し
セ
る
組
育
州
知
事
の
還
準
に
、
同
氏
が
盤
・
援
最
也
、

一
努
め
セ
る
レ
パ
プ
リ
カ
シ
熊
の
候
補
者
ス
一
ア
イ
ム
ソ

Y

氏
が
、
プ
モ
グ
ラ
ッ
ト
採
の
デ
イ
グ
ス

氏
の
矯
め
に
、
六
高
徐
哀
の
多
数
(
去
る
一

T
九
百
八
年
の
選
恕
に
じ
ザ
パ
プ
リ
カ
ン
縫
の
現
知
事

ヒ
'
ユ
ー
ス
氏
は
約
七
高
架
の
多
数
な
ら
'
を
)
を
以
〈
懇
破
苅

G
A村
松
る
の
み
な
広
歩
、
此
一
競
争
じ

米

国

政

界

の

峨

出

動

，
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米

協

政

誌

の

鍔

餅

d

交一一

レ
六
グ
リ
カ
ン
蕊
は
ル
ー
ズ
グ
ぷ
ル
ト
民
自
身
の
一
議
懇
匿
に
於
〈
命
ほ
六
十
慕
)
耳
、
広
甚
だ
し
一

t

を
は
岡
氏
自
身
の
ナ
ヅ
ソ
ウ
郡
仁
於
て
三
百
www

の
敗
北
を
翁
し
允
る
に
加
ふ
る
に
一
蹴
愈
議
員

の
競
争
じ
も
レ
パ
プ
り
カ
ン
撲
の
候
補
者
に
し
て
、
ー
ん
i
ズ
グ
エ
ル
ト
比
が
大
統
領
大
y
り
し
常

時
常
に
ス
ポ

l

グ
ス
マ
シ
薬
代
表
者
柁
よ
り
し
現
議
員
コ
タ
タ
ス
兵
一
向
ル
ー
ズ
グ
品
ル
ム
民
自

身
の
故
郷
郡
じ
於
て
デ
モ
グ
テ
ヅ
ト
議
の
リ
日
吋
ノ
ル
ト
ン
目
的
の
潟
め
に
敗
ら
れ
大
る
の
事
賞
ぃ
?
"

指
摘
す
れ
ば
以
て
充
分
な
る
可
し
と
信
歩
。
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ユ
ー
グ
市
は
岡
b
網
棚
併
を
以
て
彼
を
迎
う
る
乙
し
と
を
し
怠

h
v

つ
食
。
彼
の
友
人
等
は
彼
を
目
し
て
友
に
背
を
自
殺
に

シ
モ
一

Y
ド
、
ド
J
Y

ス

モ

ン

ヂ

…

奴

ぺ
J
1
の
と
な
ι
k
.
1
ζ
れ
邸
も
彼
が
目
的
の
鈴
め
に
奨

:

‘

一

手

段

を

見

逃

3
・
な
か
っ
北
が
潟
め
で
あ
る
。
彼
が
殊
真
ビ
‘

一

の

生

涯

J

J

J

J

1

J

一
外
闘
の
干
渉
ど
恐
れ
て
居
つ
拡
が
符
め
で
あ
る
。
彼
が
長

ι
H
T

・-t

高
橋
一
誠
一
一
郎
一
一
〈
信
づ
み
?
?
と
の
出
一
旗
な
か
っ

t
y
ヤ
コ
ビ
ン
紫
と
主
総

し
ぶ
と
の
同
躍
が
伎
の
絢
に
深
い
嫌
爆
の
念
を
鼠
ハ
ヘ
セ
が
斜
め

一
生
(
十
墨
v

・

句

J.

ふ
で
あ
ふ
o
而
じ
て
彼
の
必
絡
が
此
情
感
の
戦
闘
に
破
れ
北

J

大
ナ
ポ
レ
オ
Y

の
百
日
天
下
は
終
に
じ
ぴ
食
。
同
問
地
軍
一
一
一
が
鴻
め
で
あ
る
o
一
期
(
て
荒
3
れ
松
田
一
闘
i

掠
め
ふ
れ
~
淀

川

μ
最
後
の
勝
利
を
得
花
。
錦
繍
西
は
蒋
ぴ
王
政
復
古
の
世
一
一
都
市
を
見
な
彼
は
吋
予
は
留
め
る
者
、
器
人
の
よ
に
此
測

と
翁
っ
た
O

一
け
れ
共
ナ
ポ
レ
オ
シ
一
は
長
〈
長
(
以
ス
モ
ン
一
答
を
加
ヘ
北
る
者
の
困
苦
に
濁
じ
て
は
自
ら
慰
む
る
乙
と

ジ
の
必
を
征
服
し
〈
居
つ
食
。
一
彼
が
親
し
十
九
錨
見
じ
詑
ナ
一
を
得
可
け
ん
旬
、
然
港
、
然
、
も
不
幸
な
る
小
農
夫
の
零

ポ
レ
ォ
シ
は
最
早
椴
カ
と
光
輝
と
に
人
百
十
}
段
歩
る
の
み
一
務

i

疾
苦
j

結
附
訟
の
宥
様
は
貨
に
我
一
が
必
絢
宮
野
〈
の
総

の
人
で
は
な
か
っ
た
。
放
の
思
想
以
蹴
仁
業
に
成
熟
の
域
了
の
ら
し
ひ
る
な
よ
リ
』
と
叫
ん
か
を
禁
ヂ
る
を
得
な
か
っ
北
一
一
一

に
慾
し
、
共
頭
脳
は
揃
寂
然
記
る
和
卒
の
境
恥
入
ら
ん
と
十
彼
の
腕
友
で
あ
つ
な
-
プ
ベ
ド
イ
品
ア
及
ぴ
ネ
I
将
軍
の

し
て
居
つ
大
O
E

襲
八
レ
ナ
の
論
所
に
響
震
の
如
九
百
終
溺
の
…
死
や
、
南
方
に
封
ず
る
治
容
や
、
玉
総
の
横
暴
や
批
に
つ
問

一
蹴
営
体
ふ
る
持
政
υ
巴
に
遠
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
1
4
0

ご
民
議
舎
の
取
っ
大
所
と
飽
(
ま
で
反
封
の
態
度
L

な
ど
事

一
千
八
百
十
五
年
‘
彼
は
復
サ
コ
ヅ
ペ
の
人
と
匁
っ
て
ぷ
物
々
怒
(
皆
彼
‘
の
思
想
-K裏
献
な
ら
し
む
る
の
積
E
C
潟

ス
テ
ー
ル
夫
人
の
幾
ら
ぬ
友
情
に
迎
え
ら
れ
花
が
、
ジ
エ
必
ず
ぬ
も
の
は
な
か
っ
大
。
而
じ
て
つ
あ
ら
ゆ
る
遁
懐
拡
彼

六
λ
ヨ

.‘
 • 

砂• 
'
 

義義

線

'19 

灘

銭

一 ‘ 一 一--、 --.令.....吋 、4、h、 d一-一向_.島 s川_-_"'_'叩一叫叫，-、叩‘“酔{、}噌-…伊，叫叫 H叫‘“‘.日、叶‘~-硲い机吋噂..、_.伊

一

' 守色一."'.，.，.，.....一凶 J ・ ，~..，'J'~~..""吋心的._.・r ，.__司 d‘一町、


